
困った行動は、子どものSOS
そのメッセージから

支援のポイントが見えてきます

発達障害もあるし
この子の特性だから
仕方ないかな

月曜だし、天気も良くないし・・
気持ちの問題かな

こんなことで困っていませんか

本資料は、長期派遣研修で学んだ理論や実践をもとに作成しました。

福岡教育大学教職大学院 / 嘉穂特別支援学校 田口 藍

① できた（やろうとした）瞬間を逃さずキャッチ！

応用行動分析(ABA）で読み解く
子どもの行動と支援ガイド

→ ほめる・笑顔・小さなごほうびなど“その場で”関わる
※ タイミングが命☆早くて簡単だけど、意外と忘れがち

→ 「見えるもの」「聞こえるもの」を整理・調整する
※ 環境が変わると、集中力や落ち着きもUP！

→ 少しがんばれば「できる」設定に！
※ 「できた」を増やし、つまずきを防ぐ

注目 → 「呼ぶ」「合図」 要求 →「 カード」「ジェスチャー」
逃避 → ヘルプの伝え方 ※ 目的が同じなら、行動は変えられる

→ あわてず短く、みんなで同じ対応をくり返す
※ 強化しない・ブレない関わりが行動を安定させる

→ 「やる・やらない」ではなく、「どっちにする？」を提示
※自分で決めると行動しやすくなる

② 選択肢を作る

③ 見通しを持たせる（時間・手順の視覚化）

→ 文字・写真・絵カードで「次なに？」を見える化
※ 見通しが持てると、行動もぐっと安定する

④ 座る場所・物の並べ方を工夫

⑤ 課題のレベルをちょうどよく

機能（理由）に合った代替行動を教える
（＝機能的アセスメント）

⑦ 行動問題が起こった後は“淡々と対応”

⑥

ヒ
ン ト 集 7
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もの壊し

授業不参加

他害

パニック

ちょっと寄り道コラム

子どもにとって「好き」「うれしい」は、新しい行動を身に付

ける力になります。新しい行動より、これまでの行動のほうが

早く確実に願いが叶うなら、子どもはそちらを選びます。

だからこそ、その子が喜ぶことを取り入れ、新しい行動を

選びやすくする工夫が大切です。

「子どもの『好き』を支援につなぐ」

「○○をあげない」「○○をさせない」など、叱る・制限する

関わり（罰的な関わり）をすると、その行動は一時的に少なく

なります。そのため、大人も「すぐ効く方法」として、ついつい

頼ってしまうことがあります。

しかし、この方法では、子どもに「どうすればよかったのか」

は伝わりません。さらに「見つからないように行う」「やる気が

下がる」といった、別の問題が生じることも

少なくありません。

「叱る」って本当に効く？
その前に知っておきたい視点

困った行動に対して「いいことを与えない」対応をすると、

一時的にその行動が激しくなること（＝消去バースト）があり

ます。その時、大人が対応を変えてしまう（無視をやめる）と、

激しくなった行動が「うまくいった行動」として子どもが学習

してしまいます。

無視（消去）を行うときは、代わりの行動を教えること・

安全を守ることが大切です。

無視（消去）するとは？
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① 児童A（小学部２年・男児）

行動の理由を考える

この子の
行動の機能は？

私を
もっと
見てほしい

○○がほしい

○○がしたい

○○が
心地いい

○○をしたく
ない

子どもの行動を「どんな意味や目的があるのか」という
視点で考えます。行動の前後に目を向けることでその行動
の理由が見えてきます。これを「機能的アセスメント」と
いい、その際に、ABCフレームで見ると分かりやすいです。

ABCフレームとは

○○がいやだ

困った行動の４つの理由（機能）

その行動で、その子は何を得ていますか？

逃避 感覚
物や
活動

行動支援計画シート

同じ機能の
代わりの行動

〈実践事例の紹介〉 

絵カードを使用した
要求行動 教師の注目

物や活動の
獲得

教師の注目

物や活動の
獲得

行動の理由と支援の方向を整理するためのシートです。
困った行動と同じ機能をもつ代わりの行動を考えます。

「見通しがないと教室を飛び出しちゃう・・・」

きっかけ

飛び出し

困った問題
結果

（得られるもの）

「待てずに、声が大きくなって手が出ちゃう…」

② 児童B（小学部４年・男児）

③生徒C（中学部３年・女子）

担任が
追いかける

何もすることが
ない時間
（朝や帰りの準備が
終わった後）

飛び出し

先生からの
反応や指導

友達からの
否定的反応

先生や友達と
関わりたい

先生や
友達を
強く叩く

行動支援計画シート

要求したい物
や活動がある

〈結果〉

好きな活動を選択して過ごせるようになり、飛び出しは激減。
家庭でも要求行動がみられるようになりました。

担任がそばに
おらず何もする
ことがない

かんしゃく・他害

２択で好きな物品を
選び、静かに待つ

行動支援計画シート

〈結果〉

好きな活動を選択して過ごせるようになり、かんしゃくや他害
行動は消失。安定して学習に参加できるようになりました。

どんな代わりの行動を
教えたらいいかな？

行動の機能は

活動の獲得と注目

行動の機能は

活動の獲得と注目

行動後の関わり方が
その行動を強めます！

結果行動
Consequence

きっかけ
Antecedent Behavior

困った行動はメッセージ

困った行動は、子どものメッセージです。「やる気がない」
「わがまま」に見える行動にも、うまく伝えられない思い、
困り感、「助けて」のサインが表れているのかもしれません。
行動の背景を考えることで、叱る・止める関わりから、理解

して支える関わりへとつながります。

行動（B）の前に何があったか（A）、直後に何が起きたか（C）
に着目します。このABCの視点で考えると、困った行動の理由
が分かり、支援の手がかりが見えてきます。

「関わりたくて先生や友達を強く叩いてしまう・・・」

担任が側に来る

教室で好きな
おえかきをする

合同授業で担任
が側を離れる

かんしゃく
他害

活動の合間の
待ち時間

他者とコミュニ
ケーションが
とりたい

先生や友達を叩く

教師や友達との
関わり（注目）「トントン」と肩を

叩いて人を呼ぶ

トントンで人と関われるようになり、人を叩く行動は減少。
先生や友達と適切な方法で関われるようになりました。

行動支援計画シート

〈結果〉

行動の機能は

注目
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